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全
て
の
患
者
さ
ん
の

命
の
た
め
に

土・日ドナー登録受付け
全国的に開始
97年12月14日（日）────横浜駅西口・かな

がわ県民センターにおいて、神奈川県衛生部・大

和保健所主催により、全国展開に先がけて、「日

曜日ドナー登録受付け、採血」が行われました。

当日は65名の方が登録されました。

公共広告機構
CM出演で
大活躍のもえちゃん
映画「友情」主演の

三船美佳さんに

花束贈呈

ド
ナ
ー
登
録
者
30
万
人
を
め
ざ
し
て

ド
ナ
ー
登
録
者
30
万
人
を
め
ざ
し
て

http://www.jmdp.or.jp/
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骨
髄
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の

安
全
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

�

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
善
意
か
ら
骨
髄
提
供

し
て
下
さ
る
ド
ナ
ー
の
健
康
を
守
る
こ
と

が
基
本
理
念
で
す
。
骨
髄
採
取
は
全
身
麻

酔
下
で
行
わ
れ
る
医
療
行
為
で
あ
る
た
め
、

程
度
の
差
は
あ
れ
採
取
に
伴
い
幾
つ
か
の

副
作
用
が
発
生
し
ま
す
。（
症
状
等
の
概
要

は
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
）

こ
の
た
め
当
財
団
は
、
厳
格
な
ド
ナ
ー

適
格
基
準
を
定
め
健
康
状
況
に
懸
念
の
あ

る
ド
ナ
ー
候
補
者
の
方
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
段
階
や
事
前
の
健
康
診
断
で
お
断
り

し
て
お
り
ま
す
。（
10
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ

い
）
ま
た
、
全
て
の
ド
ナ
ー
の
提
供
前
後

の
健
康
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。
各
採
取
施
設
に
対
し
て
は
、
骨
髄

採
取
で
の
軽
微
な
副
作
用
を
含
め
た
安
全

対
策
の
徹
底
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
本
年
に
入
り
ド
ナ
ー
安
全

対
策
上
、
公
表
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
２

事
例
、
①
ド
ナ
ー
に
軽
微
な
が
ら
初
め
て

後
遺
障
害
が
発
生
／
提
供
か
ら
６
ヵ
月
後

で
も
左
手
小
指
の
付
根
部
分
に
し
び
れ
感

等
が
残
存
、
②
ド
ナ
ー
に
急
性
肝
炎
が
発

生
／
退
院
か
ら
約
２
週
間
後
に
Ｃ
型
肝
炎

が
発
症
し
た
件
は
、
そ
の
時
点
で
は
調
査

途
中
で
あ
り
、
現
在
も
な
お
原
因
究
明
を

継
続
中
で
す
が
、
緊
急
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

今
後
と
も
、
ド
ナ
ー
の
健
康
に
関
す
る

事
実
は
速
や
か
に
発
表
し
、
安
全
対
策
を

一
層
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

どう変わる？骨髄バンク！
ドナー登録者30万人をめざして。これからの骨髄バンク

「骨髄移植を望むひとりでも多くの患者さんの命のために」これまでも、そしてこれからも変わらない

基本理念を実現するために設立から７年目のいま、骨髄バンクは新たな一歩を踏みだそうとしています。

「
30
万
人
！
」
っ
て
・
・
・
な
ぜ
？

ド
ナ
ー
登
録
拡
大
に
向
け
て

登
録
者
10
万
人
で
の

適
合
率
は

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
本
年
４
月
、
ド
ナ
ー
登
録
者
が
９
万
５
千

人
を
超
え
、
夏
に
は
当
初
の
目
標
・
ド
ナ
ー
登
録

者
10
万
人
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。
最
近
で
は

新
規
登
録
患
者
さ
ん
の
約
８
割
前
後
の
方
に
適
合

す
る
（
血
清
学
的
レ
ベ
ル
）
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
る

よ
う
に
な
り
、
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
た
骨
髄
移
植

も
４
月
24
日
、累
計
１
５
０
０
件
に
達
し
ま
し
た
。

し
か
し
依
然
と
し
て
、
約
２
割
の
患
者
さ
ん
に

は
１
人
の
適
合
ド
ナ
ー
候
補
者
も
見
つ
か
ら
ず
何

年
間
も
ド
ナ
ー
を
待
ち
続
け
て
い
る
患
者
さ
ん
が

数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
本
年
４
月
末
現
在
、
登
録

さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
１
６
０
０
人
の
う
ち
、
ド

ナ
ー
候
補
者
が
見
つ
か
ら
な
い
患
者
さ
ん
は
、

約
５
５
０
人
も
お
ら
れ
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

移
植
成
績
向
上
の
た
め
に

Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
の
適
合

骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
て
実
施
さ
れ
た
非
血
縁
者

間
骨
髄
移
植
を
厚
生
省
研
究
班
で
成
績
解
析
し
た

と
こ
ろ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
遺
伝
子
）
レ
ベ
ル
で
適
合
す

る
と
移
植
成
績
が
良
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま

す
。
ド
ナ
ー
の
方
々
の
善
意
に
報
い
、
何
よ
り
も

患
者
さ
ん
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
移
植
成
績
の
向

上
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
患
者
さ
ん
９
割
に
適
合
す

る
確
率
を
試
算
す
る
と
、
血
清
学
的
レ
ベ
ル
で
の

適
合
予
測
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
10
万
人
か
ら
、
約

３
倍
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
30
万
人
程
度
に
引
き
上

げ
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
生
き
る
チ
ャ

ン
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
新
た
な
ド
ナ
ー
登
録
者

の
目
標
数
と
し
て
当
面
20
万
人
、
最
終
的
に
は
30

万
人
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

土
・
日
曜
日
の

ド
ナ
ー
登
録
受
付
け
開
始

日
本
赤
十
字
社
は
、
本
年
よ
り
各
地
の
血
液
セ

ン
タ
ー
・
献
血
ル
ー
ム
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
ド
ナ
ー
登
録
受
付
け
（
可
能
な
所
に
限
る
）
を

開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
都
道
府
県
は
、
ド
ナ
ー
登

録
受
付
け
保
健
所
を
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
財
団
が
中
心
と
な
っ
て
各
都
道
府
県
・
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
も
と
に
、
全

国
各
地
で
土
・
日
曜
日
に
「
ド
ナ
ー
登
録
受
付
け

説
明
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
受
付
け
さ
れ
た

REPORT

97年12月14日、全国展開に先がけて日曜日ドナー登録受付けが
行われました（横浜駅西口・かながわ県民センター）
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厚
生
省
研
究
班
「
骨
髄
バ
ン
ク
患
者

さ
ん
相
談
窓
口
」開
設
に
つ
い
て

�

白
血
病
な
ど
の
重
症
血
液
疾
患
は
突
然

発
病
す
る
た
め
患
者
・
家
族
の
方
々
は
、

そ
の
時
か
ら
様
々
な
不
安
な
思
い
の
中
で

の
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま
す
。
よ
い
治
療
法

は
？
ど
こ
の
病
院
？
骨
髄
移
植
の
成
績

は
？
治
療
費
は
？
経
済
的
問
題
、
様
々
な

不
安
や
疑
問
等
に
つ
い
て
相
談
す
る
窓
口

は
な
い
の
か
…
…
。

そ
こ
で
、
厚
生
省
「
造
血
細
胞
移
植
と

免
疫
応
答
に
関
す
る
研
究
班
／
班
長
・
小

寺
良
尚
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
内
科
部

長
」
で
は
、
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、

血
液
疾
患
の
患
者
・
家
族
の
方
々
か
ら
の

電
話
相
談
窓
口
を
昨
年
12
月
15
日
に
開
設

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
か
ら
２
０

０
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
電
話
相
談
は
、
看
護
婦
さ
ん
を
始
め

元
患
者
家
族
の
方
々
な
ど
約
10
名
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
豊
か
な
経
験
を

も
と
に
、
相
談
の
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
少
し
で
も
疑
問
や

悩
み
が
解
決
さ
れ
、
軽
減
さ
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
研
究
班
で
は
、
患
者
・
家
族
の

方
々
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
や
提
供
す
べ

き
情
報
等
の
整
理
を
行
い
、
ま
た
、
す
で

に
相
談
活
動
さ
れ
て
い
る
他
の
機
関
と
の

連
携
の
あ
り
方
等
を
検
討
し
、
よ
り
良
い

相
談
窓
口
の
本
格
開
設
に
つ
な
げ
た
い
と

し
て
い
ま
す
。

相
談
電
話
は
平
日(

13:

00
〜
17:

00)

�
0
3-

3
3
5
5-

6
8
8
8
へ

方
は
、
当
日
近
く
の
献
血
ル
ー
ム
な
ど
で
採
血
登

録
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ド
ナ
ー
登
録
拡

大
に
向
け
て
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
た
安
心
し
て
骨

髄
提
供
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
ま
で
に

も
ま
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
段
階
で
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
強
化
、
採
取
病
院
で
の
ド
ナ
ー
健

康
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
り
、
提
供
者
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
情
報
を
公
表
し
て
い
く
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
ナ
ー
が
何
名
い
る
か
」
の
照
会
に
応
じ
る
取
り

組
み
が
、
国
内
外
の
主
治
医
か
ら
要
望
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
本
年
４
月
13
日
か
ら
日
本
赤
十

字
社
（
中
央
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
）
の
協
力
に

よ
り
全
国
か
ら
毎
月
２
回
集
計
さ
れ
る
ド
ナ
ー
Ｈ

Ｌ
Ａ
種
類
別
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
、
主
治
医
か
ら

の
照
会
に
答
え
る「
Ｈ
Ｌ
Ａ
適
合
照
合
サ
ー
ビ
ス
」

を
無
料
で
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
、
患
者
さ
ん
の

治
療
方
針
の
早
期
決
定
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
の
健
康
と

人
権
を
守
り
な
が
ら

患
者
さ
ん
へ
の
援
助

Ｈ
Ｌ
Ａ
照
合
サ
ー
ビ
ス
開
始

血
液
専
門
医
（
主
治
医
）
の
方
々
は
、
白
血

病
な
ど
の
重
症
血
液
疾
患
の
患
者
さ
ん
に
対
し

て
、
最
近
は
早
い
段
階
か
ら
骨
髄
移
植
を
考
慮
し

て
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
適
合
ド
ナ
ー
候
補

が
い
る
か
否
か
に
よ
り
、
治
療
方
針
が
大
き
く
変

わ
り
得
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
正
式

な
患
者
登
録
検
索
で
は
な
く
、
予
備
的
に
「
適
合

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
の
命
の
た
め
に

熱のこもった討論
'97骨髄バンク推進全国大会

適
合
ド
ナ
ー
検
索
の
国
際
機
関

Ｂ
Ｍ
Ｄ
Ｗ
へ
の
参
加

世
界
各
国
の
骨
髄
バ
ン
ク
の
相
互
協
力
を
目
的

と
し
て
い
る
国
際
機
関
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｄ
Ｗ

（B
one

M
arrow

D
onors

W
orldw

ide

・

世
界
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
デ
ー
タ
集
計
シ
ス
テ

ム
／
32
ヵ
国
37
骨
髄
バ
ン
ク
・
15
さ
い
帯
血
バ
ン

ク
、
ド
ナ
ー
デ
ー
タ
数
４
７
８
万
人
）
に
、
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
計
デ
ー

タ
（
２
ヵ
月
毎
の
更
新
）
検
索
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
に
適
合
す
る
ド
ナ
ー
登
録
者
が
、
ど
の
国
・
骨

髄
バ
ン
ク
に
何
人
い
る
か
、
ど
の
程
度
Ｈ
Ｌ
Ａ
が

合
っ
て
い
る
か
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
瞬
時
に

把
握
で
き
ま
す
。
原
則
と
し
て
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

の
認
定
病
院
か
ら
は
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
ま
す
。
主
治
医
の
問
合
せ
に
は
、
財
団
が

照
合
検
索
し
て
回
答
し
ま
す
。

着
実
な
成
果
・
国
際
協
力

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
携
も

国
を
超
え
て
患
者
さ
ん
を
救
い
合
う
た
め
、
昨

年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
国
際
協
力
事
業
。
全
米

骨
髄
バ
ン
ク
と
の
提
携
に
よ
り
、
す
で
に
ア
メ
リ

カ
か
ら
骨
髄
提
供
が
17
例
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
提

携
し
て
い
る
台
湾
骨
髄
バ
ン
ク
か
ら
も
近
々
、
骨

髄
提
供
第
１
例
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
来
よ
り
提
携
に
向
け
て
折
衝
中
の
韓
国
骨

髄
バ
ン
ク
と
は
、
で
き
る
限
り
早
く
仮
提
携
を
行

い
、
相
互
に
患
者
さ
ん
を
救
い
合
う
こ
と
で
基
本

合
意
し
て
い
ま
す
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
と
し
て
は

今
後
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向

け
て
努
力
を
重
ね
、
真
の
意
味
で
の
国
際
相
互
協

力
の
関
係
を
築
き
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨年12月6日、江戸東京博物館で「骨髄バンク推進全国大会

'97」が、全国から180人の参加者を得て開催されました。骨髄

バンクの現状報告についで、パネルディスカッションが行われ、

骨髄バンクの今後の発展について熱のこもった討論が展開され

ました。

第２部では、仮開設された財団のインターネット・ホームペ

ージの説明や「ミネハハ」

のソロボーカルと「ブラン

・ペジェン」による民族楽

器演奏のアトラクションが

ありました。

同時期開催

全国大会と時期を同じく

して骨髄バンク普及啓発の

ための街頭キャンペーンが、

全国各地でそれぞれに趣向

をこらして行われました。

全国各地で普及啓発街頭キャンペーン

（上）全国大会会場入口
（下）街頭キャンペーンの模様

REPORT

ひ
と
り
で
も
多
く
の
皆
様
に
ド
ナ
ー
登
録
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リ
ポ
ー
ト
　
・
　

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

'97年11月

8日・9日

明
日
の
骨
髄
バ
ン
ク
を

考
え
る

昨
年
11
月
８
日
、９
日
全
労
済
・
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
会
館
（
東
京
都
新
宿
区
）
で
公

開
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
広
く
行
政
、
日
本
赤
十
字
社
、
医
療
関
係
者
、

法
律
家
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
患
者
家
族
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
参
加
者
約

１
２
０
人
が
一
堂
に
会
し
て
、
延
べ
11
時
間
以
上
に
わ
た
り
熱
の
こ
も
っ
た
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
率
直
な
ご
意
見
、
提
言
は
必
ず

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
一
層
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、内
容
は
ご
く
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
」
な
ど
資
料
請
求
は
財
団
ま
で
お
知
せ
く
だ
さ
い
。

ド
ナ
ー
サ
イ
ド
の
問
題

１部
11/8

ド
ナ
ー
登
録
の

基
準
に
つ
い
て

登
録
年
齢
を
諸
外
国
に
準
じ
18
歳
〜
55
歳
に

拡
大
を
、
と
い
う
提
案
に
、
医
学
的
な
立
場
か

ら
は
、
中
高
年
は
成
人
病
な
ど
の
た
め
不
適
格

と
な
る
確
率
が
高
い
。
本
人
の
リ
ス
ク
も
高
く

な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
年
齢
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
慎
重
論
が
、
年
齢
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は

賛
成
論
が
多
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

上
限
拡
大
に
関
し
て
は
「
登
録
し
て
い
る
だ

け
で
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
」
と
い
う
心
理

も
尊
重
し
て
ほ
し
い
と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し

た
。

ド
ナ
ー
登
録
者
拡
大
と

普
及
啓
発
の
あ
り
方

移
植
成
績
向
上
の
た
め
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
適

合
の
重
要
性
や
５
年
間
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
か
ら
、

当
初
の
登
録
者
10
万
人
目
標
は
変
更
が
必
要
と

の
提
案
が
さ
れ
、
登
録
者
拡
大
の
た
め
土
、
日

曜
日
の
登
録
受
付
け
、
ド
ラ
イ
ブ
方
式
の
導
入

が
、
よ
り
積
極
的
な
普
及
啓
発
活
動
の
た
め
に

は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど

の
制
作
販
売
の
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ド
ナ
ー
・
移
植
患
者

対
面
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

人
道
的
、
社
会
的
い
ず
れ
の
観
点
か
ら
も
繊

患
者
・
家
族
サ
イ
ド
の
問
題

2部
11/9

(

財)

骨
髄
移
植
推
進
財
団

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

主
催細

な
問
題
で
あ
る
一
方
、
普
及
啓
発
活
動
に
大

き
な
効
果
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
賛
否
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
フ
ロ
ア
（
参
加
者
）
か

ら
の
発
言
が
多
く
、
関
心
の
深
さ
を
う
か
が
わ

せ
ま
し
た
。

骨
髄
バ
ン
ク
で
の

患
者
擁
護
の
必
要
性

骨
髄
バ
ン
ク
は
ド
ナ
ー
の
安
全
と
人
権
を
守

る
と
と
も
に
「
移
植
を
望
む
患
者
の
救
命
」
が

基
本
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
患
者
登
録
に

あ
た
っ
て
は
十
分
な
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
り
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
段
階
か
ら
移
植
ま
で
の
患
者

北から
南から

移植推進複合バンク設立
積極的な取り組み

島根県

参加者・フロアからも活発な発言が多く見られました※パネリストの肩書きは全国骨髄バンク連

絡協議会を協議会と表記しました

［座長］

清水　透 財団普及広報委員長

高橋真知子　協議会実行委員

［課題提起］

野村正満 協議会運営副委員長

［パネリスト］

赤座達也　　日赤中央骨髄データセンター

秋山祐一　　財団ドナー安全委員長

阿部　勲　　ドナー体験者・新潟県

小山　修　　神奈川県衛生部保健予防課

鈴木利治　　東京弁護士会

妹尾浩和　　中日新聞記者

土田昌宏 財団コーディネート委員

島
根
県
は
臓
器
移
植
と
骨
髄
移
植
の
推

進
を
め
ざ
し
、
県
民
へ
の
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
を
行
う
主
体
と
し
て(

財)

島
根
難

病
研
究
所
内
に
「
し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン

ク
」
を
設
置
。
２
月
14
日
松
江
市
で
設
立

式
典
と
記
念
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
、
県
内
の

10
保
健
所
す
べ
て
で
ド
ナ
ー
登
録
受
付
け

を
開
始
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

骨髄バンク支援団体
ニューフェース誕生

鳥取県

５
月
30
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
鳥

取
県
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る
会
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
全
国
自
治
労
働
組
合
鳥
取

本
部
他
の
強
力
な
支
援
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
を
重
ね
る
な
ど
、
準
備
委
員
会
の
努

＜敬称略＞

記念式典の模様
県内で骨髄バンク普及のため、活動を続け
てきました

こ
ん

な
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
て
い
ま
す
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明
日
の
骨
髄
バ
ン
ク
の
た
め
に
3部
11/9

［座長］

三田村真 協議会事務局長

森眞由美 財団企画管理委員会副委員長

［課題提起］

遠藤　允 協議会事務局員

［パネリスト］

油野千里 元患者・富山県

加藤俊一 財団医療委員長

ＫＥＮ 元患者家族・東京都

近藤博子 がんの子どもを守る会・相談員

齋　敏明 主治医・福島県

新田恭平 協議会運営委員

［座長］

加藤俊一 財団医療委員長

畠山茂房 協議会運営副委員長

［課題提起］

陽田秀夫 協議会運営委員長

［パネリスト］

赤座達也 日本赤十字社

小野博宣 毎日新聞記者

貝谷　伸 厚生省臓器移植対策室長

平林勝政 国学院大学法学部教授

森島泰雄 財団コーディネート委員長

サ
ポ
ー
ト
体
制
、
患
者
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

患
者
・
家
族
の
相
談
窓
口
の
設
置
、
予
備
検
索

の
導
入
な
ど
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
負
担
の
軽
減
と

情
報
公
開

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
費
が
増
大
す
る
中
、
国
庫

補
助
金
は
削
減
傾
向
。
困
難
な
財
団
の
財
政
状

況
下
で
の
事
業
費
全
体
へ
の
医
療
保
険
適
用
が

提
案
さ
れ
、
一
方
で
患
者
負
担
金
の
見
直
し
、

減
免
制
度
の
周
知
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
・
主
治
医
が
ほ
し
い
資
料
・
情
報
が
迅

速
、
的
確
に
提
供
さ
れ
る
た
め
に
は
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
除
く
す
べ
て
の
情
報
公
開
を

望
む
発
言
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

移
植
機
会
の
拡
大
と

国
際
協
力

骨
髄
造
血
幹
細
胞
移
植
方
法
の
多
様
化
（
さ

い
帯
血
移
植
、
末
梢
血
造
血
幹
細
胞
移
植
）
へ

の
対
応
、
移
植
適
応
条
件
の
拡
大
、
施
設
・
地

域
間
格
差
の
是
正
な
ど
国
内
体
制
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
の
促
進
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
Ｗ
へ
の
加
入
の
早
期
実
現

が
必
要
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
全
体
の

あ
り
方

第
１
部
、
２
部
で
の
議

論
を
ふ
ま
え
、
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
を
実
際
に
に

な
っ
て
い
る
財
団
、
日

赤
と
の
連
携
の
あ
り
方
、

厚
生
省
の
役
割
な
ど
組

織
上
の
課
題
や
情
報
公

開
の
あ
り
方
、
財
政
問

題
、
対
面
の
是
非
、
家

族
の
同
意
と
第
三
者
立

ち
会
い
、
国
際
化
に
伴

う
国
際
的
基
準
と
の
整

合
性
（
予
備
検
策
や
１

座
不
一
致
移
植
、
ド
ナ

ー
・
患
者
の
適
応
条
件

な
ど
）、
さ
い
帯
血
バ
ン

ク
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
全
般
的
な
討
論
が
な

さ
れ
、「
明
日
の
骨
髄
バ

ン
ク
」
に
ど
う
つ
な
げ

る
か
と
い
う
観
点
で
討

議
さ
れ
ま
し
た
。

長
く
懸
案
で
あ
っ
た
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
現

し
ま
し
た
。
当
初
よ
り
「
結
論
を
得
る
場
で
は

な
い
」
と
の
共
通
意
識
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
多
く
の
関
係
分
野
か
ら
の
率
直
な
ご
意
見

と
、
迫
熱
し
た
討
論
を
と
お
し
て
、
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
が
歩
ん
で
き
た
軌
跡
と
解
決
す
べ
き
課

題
の
確
認
が
で
き
た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。
何

よ
り
も
討
議
を
通
し
て
将
来
に
向
け
て
の
方
向

性
が
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
参
加
者
に
と
っ
て

大
き
な
収
穫
で
あ
り
、
一
層
の
バ
ン
ク
事
業
発

展
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

第2部討論の模様

注）ドライブ方式：テレビ・ラジオ・新聞や街頭宣伝でドナー登録を呼びかけ、病院や公民館などで一斉に
ドナー登録受付けをする方式。欧米では１回に、数百人～数千人のドナー登録が行われています

注）予備検索：３ページ参照　　注）さい帯血バンク：さい帯血を保管し提供するバンク
注）さい帯血移植：出産時のへその緒・胎盤内から造血細胞を採取し、移植に活用する方法

力
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
会
の
発
足
を
記
念
し
て
「
設
立

総
会
・
講
演
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
」
が
持
た
れ
ま
し
た
。

３
年
連
続
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
」

活
動
テ
ー
マ
に

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
２
６
５
０
地

区
（
奈
良
・
京
都
・
滋
賀
・
福
井
）
で
は
、

社
会
奉
仕
委
員
会
（
岡
村
吾
郎
委
員
長
）

の
活
動
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
骨
髄
バ
ン
ク

支
援
を
取
り
上
げ
、
96
年
〜
98
年
、
骨
髄

バ
ン
ク
の
正
し
い
理
解
と
経
済
的
サ
ポ
ー

ト
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の
例

会
に
は
関
西
地
区
の
財
団
関
係
者
が
、
積

極
的
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

機
関
誌
『
50
億
』
に

「
骨
髄
バ
ン
ク
」
が

(

社)

日
本
青
年
会
議
所

全
国
７
５
４
の
会
議
所
、
会
員
数
６
万

３
千
人
を
超
え
る(

社)

日
本
青
年
会
議
所

（
Ｊ
Ｃ
）
の
月
刊
機
関
誌
『
50
億
』。
今
年
１

月
〜
３
月
号
で
「
骨
髄
バ
ン
ク
」
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
１
月
号
で
は
「
チ
ャ
ン
ス
」

送
付
希
望
や
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
が
折
り

込
ま
れ
ま
し
た
。「
少
し
で
も
悲
し
み
を
減

ら
し
一
つ
で
も
多
く
の
喜
び
を
作
り
出
す

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
バ
ン
ク
を
応
援
し

ま
す
」
と
い
う
新
田
八
郎
会
頭
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＜敬称略＞＜敬称略＞

JCの機関誌『50億』1月号表紙
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い
」
は
開
始
直
後
か
ら
驚
異
的
な
反
響

を
呼
ん
だ
。
ド
ナ
ー
登
録
に
関
す
る
月

間
お
問
合
せ
件
数
は
11
月
は
９
０
０
０

件
を
超
え
、
12
月
も
６
０
０
０
件
近
く

に
上
り
、
月
間
ド
ナ
ー
登
録
者
２
０
６

０
人
（
12
月
）
に
結
び
つ
い
た
。

誰
に
で
も
そ
の
人
と
わ
か
る
吉
永
小

百
合
さ
ん
の
優
し
い
声
で
の
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
も
と
よ
り
、
出
演
の
も
え
ち
ゃ

ん
（
８
歳
）
の
あ
ど
け
な
い
眼
差
し
と

お
母
さ
ん
の
無
言
の
訴
え
が
人
々
の
共

感
を
呼
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。

昨
年
の
12
月
末
、
登
録
者
累
計
は
10

万
人
を
突
破
。
登
録
者
現
在
数
も
９
万

大きな反響を
呼んだ
公共広告機構・ＣＭ

月
間
９
０
０
０
件
を
超
え
る

登
録
の
問
合
せ

昨
年
11
月
か
ら
新
聞

や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
に

登
場
し
た
公
共
広
告
機

構
（
Ａ
Ｃ
）
の
骨
髄
バ

ン
ク
第
４
弾
「
親
で
さ

え
、
一
致
し
な
け
れ
ば

わ
が
子
に
�骨
髄
液�
を

あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な

人
を
超
え
ド
ナ
ー
登

録
10
万
人
が
い
よ
い

よ
視
界
に
入
っ
て
き

た
。
Ｃ
Ｍ
は
秋
ま
で

続
行
。
嬉
し
い
結
果

が
期
待
で
き
そ
う

だ
。

映画「友情」
完成披露試写会

●

バンクニュース11号で紹介した映画

「友情」。５月16日からの東映・洋画系

全国一般公開に先立ち、３月30日、完

成披露試写会が行われた。

上映前の舞台挨拶では、白血病と闘

う14歳の少女を演じた三船美佳さんが

「人を勇気づけ、心に残る作品」で主

演デビューを飾れたことの喜びを、和

泉聖治監督はストーリーのもとになっ

たＣＮＮニュースの報道を見た直後制

作を決意したことや、完成までのエピ

ソードを、田中好子さんは義妹・故夏

目雅子さんを白血病で亡くしているだ

けに「病気で苦しむ人たちのお役に立

てれば」と主人公の母親役をかって出

たいきさつを語るなど、出演者の作品

への思いの深さをうかがわせた。

試写会当日、舞台挨拶に立った監督（最左）
と出演者。

ホームページってこんな感じ！

http://www.jmdp.or.jp

３月20日から 公式ホームページが立ち上がりました！
骨髄バンクについて様々な情報を提供しています。

［ドナー希望者登録窓口］

現在・過去のポスターやバンクニュー

ス、テレビＣＭなどがご覧になれます。

93年AC・CM「バーブラ・ブッシュ」編
もとは全米骨髄バンクが91年からドナー

登録を呼びかけテレビキャンペーンを行

ったもの。全米で反響を呼びました。

骨髄バンク登録のしおり「チャンス」がご
覧になれます。
インターネット画面上でドナー登録希望申
し込みが行えます。

骨髄提供希望者登録者数、移植患者・骨髄提供者数（都道

府県別も）他、さまざまなバンクの統計資料（グラフも）

や最新の情報、関連図書一覧などがご覧になれます。

あなたの知りたい地域、次に都道府

県をクリックすると、データセンタ

ーや認定病院、ボランティア団体な

どの情報がご覧になれます。

▼

�

1月�

2月�

3月�

4月�

5月�

6月�

7月�

8月�

9月�

10月�

11月�

12月�

3,848

3,339

2,609
2,428

2,006

1,360

888

1,438

1,514

2,069

9,710

5,954

0　　   2,000　   4,000　    6,000　   8,000　   10,000
（件）�

97年・月別問合せ数�

�

電話その他で寄せられた、ドナー登録に
関するお問合せ数です

ACの’97骨髄バンクキャンペーン広告

※
な
お
、
公
共
広
告
機
構
の
特
別
な
配
慮
に
よ
り
、「
ド
ナ
ー

登
録
30
万
人
」
を
め
ざ
す
骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

今
年
度
以
降
も
引
き
続
き
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ホームページアドレス

青森県

秋田県
岩手県

山形県
宮城県

福島県

http://www.jmdp.or.jp/
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映画「友情」のテーマソングを歌ったグレッグ・ア
ーウィンさんと“英語”で話をするもえちゃん。中
央はアーウィンさんのお母さん

INTERNET

▼

開いてみたい項目を
クリック
可愛い少女がご案内

トップページ

頑
張
っ
て
ね
「
友
情
」
試
写
会
に
顔
を
出
し
た
も
え
ち
ゃ
ん

の
声
に
無
邪
気
に
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
し

て
見
せ
る
。
実
は
も
え
ち
ゃ
ん
は
近
く

移
植
を
受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

少
な
か
ら
ず
不
安
な
胸
の
う
ち
を
抑
え

て
お
母
さ
ん
は
「
適
合
ド
ナ
ー
が
見
つ

か
っ
て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
、
Ａ
Ｃ
の
Ｃ
Ｍ
の
反
響
が
大
き

か
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
「
移
植
を
待
つ

一
人
で
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
ド
ナ

ー
が
見
つ
か
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
嬉

し
い
」
と
語
っ
た
。

映
画
「
友
情
」
試

写
を
観
た
後
、
完
成

打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ

ー
に
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
顔
を
出
し
た
も

え
ち
ゃ
ん
は
、
出
演

者
や
制
作
ス
タ
ッ
フ

と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

会
場
の
人
た
ち
か

ら
の
「
頑
張
っ
て
ね
」

骨
髄
移
植
推
進
財
団
の
運
営
費
は
、
骨
髄

バ
ン
ク
事
業
の
進
展
に
伴
っ
て
毎
年
１
億
円

程
度
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。（
図
１
）

平
成
９
年
度
は
、
国
際
協
力
事
業
の
開
始

に
よ
り
運
営
費
も
大
幅
に
増
加
し
、
決
算
額

は
約
８
億
３
千
万
円
の
見
込
み
で
す
。
ま
た

平
成
10
年
度
は
、
国
際
協
力
や
各
事
業
の
件
数

増
加
に
よ
り
８
億
６
千
万
円
程
度
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）�

平
成
10
年
度
支
出
予
算
の
内
訳
は
、

①
普
及
啓
発
と
ド
ナ
ー
募
集
費
用
（
23
％
）、

②
患
者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
候
補
者
と
の
間
に
立

っ
て
移
植
ま
で
を
結
び
付
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
活
動
費
用
（
34
％
）、
③
患
者
さ
ん
と
ド

ナ
ー
候
補
者
の
血
液
検
査
料
・
ド
ナ
ー
傷
害

保
険
料
（
21
％
）、
④
国
際
協
力
に
伴
う
検
査

保
険
料
、
骨
髄
採
取
料
等
（
11
％
）、
⑤
一
般

管
理
費
・
そ
の
他
（
11
％
）
で
す
。

�

一
方
、
こ
う
し
た
事
業
を
支
え
る
収
入
予

算
の
内
訳
は
、
①
患
者
さ
ん
か
ら
の
検
査
保

険
料
を
含
む
負
担
金
収
入
（
53
％
）、
②
国
か

ら
の
補
助
金
等
（
18
％
）、
③
個
人
や
団
体
か

ら
の
寄
付
金
（
18
％
）、
④
基
本
財
産
の
利
子

等
（
1
％
）、
⑤
前
期
繰
越
金
（
10
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

財
団
の
運
営
経
費
の
約
半
分
は
、
患
者
さ

ん
の
負
担
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。
非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
の
た
め
に
は
、

患
者
登
録
し
実
際
の
骨
髄
移
植
に
至
る
ま
で

の
患
者
負
担
金
は
、
お
よ
そ
50
万
〜
65
万
円
で

す
。
な
お
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
（
ア
メ
リ
カ
）
か
ら

骨
髄
提
供
を
受
け
る
場
合
は
、
３
０
０
万
〜

４
０
０
万
円
程
度
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
、
患
者
負
担
金
を
増
や
す
こ
と
は
、

か
な
り
困
難
な
状
況
で
す
。

皆
様
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
国
は
大
き
な

財
政
赤
字
を
か
か
え
、
行
財
政
改
革
に
懸
命

で
す
。
財
団
へ
の
補
助
金
も
毎
年
増
額
か
ら

一
転
し
、
平
成
10
年
度
は
、
前
年
度
比
約
３
千

万
円
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
後
、

補
助
金
が
増
え
る
状
況
に
な
い
の
が
実
態
で

す
。骨

髄
バ
ン
ク
は
、
善
意
と
健
康
で
支
え
あ

う
国
民
の
財
産
と
も
言
え
る
制
度
で
す
。

様
々
な
個
人
、
企
業
、
団
体
の
皆
様
の
応
援

（
普
及
啓
発
と
ご
寄
付
）
に
よ
り
発
展
し
て
い

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

＊
国
は
財
団
へ
の
補
助
１
億
４
千
万
円

の
他
、
日
本
赤
十
字
社
（
各
血
液
セ
ン

タ
ー
）
へ
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
業
務

と
し
て
約
３
億
８
千
万
円
を
補
助
し
、

各
都
道
府
県
（
保
健
所
）
へ
ド
ナ
ー
登

録
受
付
け
業
務
と
し
て
約
６
千
万
円
を

補
助
。
さ
ら
に
、
医
療
研
究
者
（
班
）

の
研
究
費
と
し
て
約
７
千
万
円
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
国
は
、
骨
髄
バ

ン
ク
事
業
に
対
し
て
年
間
総
額
約
６
億

５
千
万
円
を
補
助
支
出
し
て
い
ま
す
。

●当財団は所得税法施行令及び法人税法施行
令に定める「科学技術に関する知識及び思想
の総合的な普及啓発を主たる目的とする法人
（特定公益増進法人）」であり、当財団に寄付
された場合にお渡しする領収書と特定公益増
進法人証明書（写）を税務署に提出されます
と、税法上の優遇措置が受けられます。

運 営 費 の 推 移

平成10年度収入・支出予算

平
成
３
年
度�

平
成
４
年
度�

平
成
５
年
度�

平
成
６
年
度�

平
成
７
年
度�

平
成
８
年
度�

平
成
９
年
度�

平
成
10
年
度�

（
予
算
額
）�

（
決
算
見
込
額
）�

単位：百万円�

800

600

400

200

0
23 127

319

432
484

585

830 860

図１

＜収入＞  860百万円�

＜支出＞  860百万円�

寄付金・�
前期繰越金�

28％�
239百万円�

利息他�

1％�
 10百万円�

患者負担金�

53％�
455百万円�

調整活動費�

34％�
291百万円�
ドナーフォローアップ�
コーディネーター研修�
諸会議・調査研究を含む�

普及広報費�

23％�
195百万円�
諸会議・調査研究を含む�

検査保険料�

32％�
273百万円�

管理費・その他　11％　101百万円�

登録調整費�
21％�
176百万円�

検査保険料等�
32％�
279百万円�

国庫補助金�

18％�
156百万円�

図２

骨髄移植推進財団の財政状況

� �
募 金 の お 願 い

骨髄バンク事業は、多くの方々のご寄付で支えられています。



DATA  REPORT

日本骨髄バンク事業は開始から７年が経過し、本年３月末現在には骨髄バンクを介した移植例が、1,478例に達し
ました。ご提供いただいたドナーの皆様には、患者さんに生きる希望、生命の贈り物をいただき、心から感謝申
し上げます。
現在までの骨髄移植・採取状況を、資料をもとにご報告いたします。
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ドナーフォローアップ報告

ド
ナ
ー
安
全
委
員
会

（
平
成
9
年
12
月
末
）

97
年
末
ま
で
に
骨
髄
提
供
さ
れ
た
ド
ナ
ー
１
３
７

６
名
の
医
学
的
症
状
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

各
骨
髄
採
取
病
院
で
は
、
ド
ナ
ー
の
健
康
を
守
る
た

め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
慎
重
な
採
取
を
行
っ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ド
ナ
ー
の
方
々
は
す
み
や
か
に

日
常
生
活
に
復
帰
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
く
一
部
の
方
々
に
医
学
上
、
問
題
と
な

る
症
状
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
例
に
つ
い

て
も
、
必
要
・
適
切
な
処
置
に
よ
り
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
な
お
、
採
取
針
の
改
善
、
ド
ナ
ー
事
前
健
康
チ
ェ

ッ
ク
の
徹
底
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
各
施
設
に
要
請

し
て
い
ま
す
。

骨
髄
提
供
者
に
発
生
し
た

特
記
す
べ
き
症
状

①
採
取
針
破
損

８
例

②
採
取
部
位
の
痛
み
長
期
化

５
例

③
義
歯
・
歯
牙
傷

３
例

④
採
取
過
多
に
よ
る
貧
血

２
例

⑤
骨
片
化
膿
、
切
開

１
例

⑥
硬
膜
外
麻
酔
に
よ
る
め
ま
い

１
例

⑦
腰
痛
悪
化
に
よ
る
歩
行
困
難

１
例

⑧
膀
胱
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
尿
道
損
傷

１
例

⑨
硬
膜
外
麻
酔
の
た
め
の
硬
膜
損
傷

１
例

⑩
麻
酔
後
の
一
過
性
難
聴
、
耳
鳴
り

１
例

⑪
麻
酔
覚
醒
後
の
片
麻
痺

１
例

⑫
採
取
部
位
の
皮
膚
炎

１
例
　

⑬
点
滴
部
位
の
静
脈
炎

１
例

注
①

骨
髄
採
取
針
の
破
損
な
ど
に
よ
り
、
入
院
延
長
、

通
院
治
療
さ
れ
た
７
名
の
方
々
に
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
団

体
傷
害
保
険
よ
り
一
時
金
（
見
舞
金
）
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
。

注
②

⑪
の
事
例
に
つ
い
て
│
昨
年
４
月
に
骨
髄
提
供

さ
れ
た
ド
ナ
ー
（
30
歳
代
・
男
性
）
の
方
に
、
麻
酔
覚

醒
後
、
一
過
性
の
左
半
身
片
麻
痺
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
急
速
に
自
然
回
復
さ
れ
通
常
ど
お
り
退
院
し
、

社
会
復
帰
さ
れ
自
動
車
運
転
等
も
普
通
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
６
ヵ
月
後
に
お
い
て
も
左
手
小
指
の
付
根
部
分

に
、
わ
ず
か
に
知
覚
鈍
麻
と
し
び
れ
感
が
残
存
し
て
い

る
た
め
、
財
団
と
し
て
初
め
て
後
遺
障
害
と
認
定
し
ま

し
た
。
ド
ナ
ー
の
方
に
は
団
体
傷
害
保
険
よ
り
後
遺
障

害
補
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

病　院　名 移植件数 採取件数

●北海道大学医学部附属病院 34 29

●札幌北楡病院 33 45

札幌医科大学医学部附属病院 11 18

総合病院旭川赤十字病院 ６ 17

弘前大学医学部附属病院 ４ ７

東北大学医学部附属病院 ９ 31

東北大学加齢医学研究所附属病院 ９ １

山形大学医学部附属病院 ９ ５

秋田大学医学部附属病院 ９ 16

福島県立医科大学附属病院 ３ 12

●国立がんセンター中央病院 15 15

●東京大学医科学研究所附属病院 48 74

東邦大学医学部附属大森病院 ２ 12

●東京都立駒込病院 46 22

日本大学医学部附属板橋病院 14 15

●東京慈恵会医科大学附属病院 16 31

●慶應義塾大学附属病院 37 33

東京医科大学附属病院 ７ 19

東京医科歯科大学医学部附属病院 ８ 19

東京大学医学部附属病院 ７ ２

虎の門病院 １ ２

横浜市立大学医学部附属病院 32 43

●神奈川県立がんセンター 22 17

●神奈川県立こども医療センター 16

●東海大学医学部附属病院 47 27

聖マリアンナ医科大学病院 ６ 16

●千葉大学医学部附属病院 42 21

千葉県がんセンター ４ ９

●千葉県こども病院 11

千葉市立病院 ３　 １

国保松戸市立病院 ３ ９

亀田総合病院 ３ ３

東京慈恵会医科大学附属柏病院 ７ 11

●埼玉県立小児医療センター 14

●埼玉県立がんセンター 21 24

埼玉医科大学附属病院 ６ 11

深谷赤十字病院 ３

●茨城県立こども病院 28 15

自治医科大学附属病院 ９ 16

獨協医科大学病院 ７ ４

●済生会前橋病院 26 ８

群馬大学医学部附属病院 ７ ２

新潟大学医学部附属病院 14 32

新潟県立がんセンター新潟病院 ５ ６

信州大学医学部附属病院 ６ 26

●佐久総合病院 14 ３

浜松医科大学附属病院 11 ９

県西部浜松医療センター ５ ７

静岡県立総合病院 ２ ７

静岡県立こども病院 ７

●名古屋第一赤十字病院 88 31

日本骨髄バンクの現状

病　院　名 移植件数 採取件数

●名古屋第二赤十字病院 34 12

●名鉄病院 61 33

名古屋大学医学部附属病院 10 13

名古屋大学医学部附属病院分院 ２

名古屋掖済会病院 ５ 10

国立名古屋病院 １ ８

愛知医科大学附属病院 ２ ７

名古屋市立大学医学部附属病院 ５ ５

愛知県厚生農業協同組合連合会更正病院 ３ １

愛知県厚生連昭和病院 11 ５

藤田保健衛生大学病院 ８ ３

三重大学医学部附属病院 14 21

●金沢大学医学部附属病院 22 18

金沢医科大学病院 １ １

●富山県立中央病院 21 17

福井医科大学医学部附属病院 １ 10

滋賀医科大学附属病院 ８ 13

●大阪府立成人病センター 36 54

近畿大学医学部附属病院 32 29

●大阪大学医学部附属病院 23 16

●大阪府立母子保健総合医療センター 47 ５

松下記念病院 17 28

●兵庫医科大学病院 47 13

●兵庫県立成人病センター 20 ９

神戸市立中央市民病院 15 14

神戸大学医学部附属病院 ７ ５

京都大学医学部附属病院 19 18

京都府立医科大学附属病院 ７ ５

社会保険京都病院 12

京都市立病院 １ ３

鳥取県立中央病院 １ ６

鳥取大学医学部附属病院 10 13

●広島赤十字・原爆病院 27 61

山口大学医学部附属病院 ９ 17

●愛媛県立中央病院 19 27

国立岡山病院 ４ 10

財団法人　倉敷中央病院 ７ 19

岡山大学医学部附属病院 ２ １

九州大学医学部附属病院 19 16

●原三信病院 16 11

浜の町病院 11 13

●国立病院九州がんセンター 17 ８

聖マリア病院 ８ ６

社会保険小倉記念病院 ７ 17

佐賀県立病院好生館 １ ４

長崎大学医学部附属病院 原爆後障害医療研究所 13 13

宮崎県立宮崎病院 ６ 10

国立熊本病院 10 11

熊本大学医学部附属病院 ２ ５

大分医科大学附属病院 ５ 14

鹿児島大学医学部附属病院 ４ 11

※最近認定された岩手医科大学附属病院と東京女子医科大学病院の実績はありません。
※名古屋大学医学部附属病院分院は、施設廃止となっています。

■骨髄バンク認定病院の非血縁者間骨髄移植・採取件数
●印は国際協力認定病院・全国31ヵ所（平成10年３月末現在）

■患者・ドナーのコーディネート状況
（平成10年３月末現在：累計）

ＨＬＡ適合検索

最終同意・移植日程調整 1,754

ドナー登録者数

94,818人
（２次検査ドナー数 81,296人）

患者登録数

6,267人
（患者登録現在数 1,599人）

ＨＬＡ適合ドナー数

20,335人
ＨＬＡ適合患者数

4,844人
＜コーディネート（Ⅰ）＞

３次検査ドナー数

7,017人
３次検査患者数

3,147人
＜コーディネート（Ⅱ）＞

＜コーディネート（Ⅲ）＞

骨髄提供・移植実施数 1,478
＜フォローアップ＞

組

例

注① ドナー登録数は、年齢超過や登録辞退者等を除いた登録者

現在数　注②患者登録数は、登録開始からの累計数。患者登録現

在数は、移植完了者、登録取消者を除いた登録者現在数　注③

HLA適合者数は、HLA－A・B・DR座が一致した累計数　注④３

次検査数は、コーディネート（Ⅰ）が終了し採血検査した累計数　

注⑤最終同意数は、ドナーとその家族からの提供同意書が確認さ

れ、採取・移植日程の調整に入った、ドナー・患者の組合せ累計数　

注⑥骨髄提供・移植実施数以外の各段階の数字は、コーディネー

トが中止となった例数を含みます。

▼

▼

▼

▼

▼
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HA P P Y T A L K
わたしも・・

ドナーになりました

イラストレーター　大川はるみさん（36歳）

数百から数万分の１の適合確率で結ばれた患者

さんとは「親兄弟より血が濃いんじゃない」。だ

から毎年11月の「提供記念日」の夕食は、２年前

退院した日と同じレストランで、同じスパゲティ

ーとピザを食べたあと、カラオケに行く。

「もう高校生かな」頑張っているだろう患者さ

んを思うと自分も元気が出る。体験の漫画イラス

トを仕事仲間の同人誌に掲載。機会があれば、他

の人にも見てもらう。一人でも多くの人と素晴ら

しい体験を分かち合いたいと思う。「これで、一

緒に登録した主人もドナーになれば最高です」。
埼玉県入間市在住

●

ドナー登録しています

衆議院議員 野田聖子さん（37歳）

初当選して最初の公約実行が「骨髄バンクを応

援する若手国会議員の会の結成」という。地元選

挙区の岐阜市での異業種交流会で講演した大谷貴

子さんとの約束だった。結成から４年「ニーズを

実現させるのが使命」と政務多忙な中15回の勉強

会を持ち、議員会館でシンポジウム開催、大会長

を務める全日本空手道選手権大会場でバンクチャ

リティーを行うなどの活動をしてきた。メンバー

も当初５人だったのが51人に。

登録している会員の中から何人実際の体験者に

なるかが目下の期待。「私も待遠しいです」と…

非 血 縁 者 間 骨 髄 移 植 の 状 況 1,478例
（98年3月末現在）

■移植患者の状況
移植患者疾患別

■提供者の状況
骨髄提供者年齢・男女別

移植患者年齢・男女別 骨髄提供者の入院日数

移植患者居住地および
移植実施施設所在地別

骨髄提供者居住地および
採取実施施設所在地別一覧

急性リンパ�
性白血病�

急性骨髄性�
白血病�

骨髄異形成�
症候群�

重症再生�
不良性貧血�

先天性代謝�
異常症�

先天性免疫�
不全症�

白血化�
悪性リンパ腫�

慢性骨髄性�
白血病�

0 100 200 300 400
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1616

23
21
2

48
15
33

49 363 412
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10キロ完走
頑張ったよ、お父さんは

会社員　池田弘志さん（40歳）

結婚式を１ヵ月後に控えた33歳の時、仕事中に

はずみで転んで目の上を数針縫った。ついでに受

けた検診で慢性骨髄性白血病と診断。どの医学書

を見ても「１年ほどの命」とあった。考えぬいて

「結婚しきらん」相手の家に断りにいった。「なお

のこと１日でも一緒にいたい」そう奥さんの聖

香さんが両親を説得したと、ずいぶん後で聞いた。

主治医から移植をすすめられた時のこと。入退

院をくり返しながらも、化学療法でなんとか状態

は安定している。不安を乗り越えて授かった二人

の息子を残して「何かあったら」悩む池田さんに

「ケガで早く病気と分かって、拾った命じゃなか

ね」と池田さんのお母さん。「後は私に任せれば

よか」と聖香さんは励ました。

現在は体調良好。体重も61㎏とほぼ元にもどっ

た。今年の２月から週２度、２～３㎞走り続けた

成果、３月の町主催ファミリーマラソン大会で10

㎞を完走し、声援を送る聖香さん、６歳と５歳の

息子は大喜びした。移植から４年になる。

前処置で苦しいさ中、ビニール越しに握った小

さな手の温もりが、今も忘れられないという。
長崎県在住

S

■患者登録から骨髄移植までに要した日数

■適合検索・コーディネート・移植までに要した日数＜中央値＞
（平成４年１月～平成10年３月末までの1,478例）
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移植例数�

平成4年1月～平成9年�
3月末までの1,478例�

■コーディネート中止理由について（グラフ面積と実数は対応していません）

1）コーディネート開始から3次検査以前（1,639人） 2）3次検査から最終同意まで（1,259人） 3）最終同意以降（58人）

他のドナーに
決定　120人

病状変化　139人

その他　30人

健康上の理由
550人

家族・本人の
不同意　331人

都合つかず
282人

妊娠出産　97人

連絡とれず　78人

その他　　12人

1,350人

289人

患者側の理由 ドナー側の理由

他のドナーに決定
843人

病状変化　134人

その他　45人

健康上の理由
168人

家族・本人の
不同意　46人

都合つかず　12人

その他　11人

237人

1,022人

患者側の理由 ドナー側の理由

病状変化　27人

その他　6人

健康診断で
不適格　20人

日程調整不能 4人
辞　退　1人

25人

33人

患者側の理由 ドナー側の理由

本年３月末までに移植を受けた患者さん1,478 人を、患者登録年次

別にグループ分けし、その方々が移植までに要した日数を示すグラ

フです。ドナー登録者数の増加とコーディネート体制の充実により、

移植までに要する日数は着実に短縮されています。

＊なお、移植例の中には、患者さんの病状の変化によりコーディネ

ートが、一時中断・保留になったケース（日数）も含まれています。

（下図も同様）

1000 200 300 400 500 日数�

107.5

305

92

84 68 63 582

70 68.5 431

97

99

89 60 72 268

61 71 287

61 74 32528
14

11

8

登録年　移　　植　181例�
平成４年　最大日数  2073日�

最小日数　197日�

登録年　移　　植　186例�
平成５年　最大日数  1810日�

最小日数　145日�

登録年　移　　植　270例�
平成６年　最大日数  1368日�

最小日数　156日�

登録年　移　　植　328例�
平成７年　最大日数　991日�

最小日数　132日�

登録年　移　　植　330例�
平成８年　最大日数　708日�

最小日数　122日�

62 72.5 68 231
登録年　移　　植　183例�
平成９年　最大日数　434日�

最小日数　132日�

4321

患者登録された年別に、移植までの各段階の中央値日数のグラフです。なお、中央値のため各段階と合

計日数は対応しません。

①登録から適合まで／ドナー登録数増加とともに大幅に短縮しています。

②適合から３次検査まで／コーディネート体制の充実とともに確実に短縮しています。

③３次検査から最終同意まで／適合確率の高まりとともに、複数のドナー候補者を有する患者さんが増

え、HLA適合状況や条件の良いドナーを選ぶために時間が必要となっています。

④最終同意から移植まで／移植病院の空き状況と採取病院との調整が必要であり、最低でも１ヵ月半程

度の時間が必要です。

97年１月～12月までの１年間のドナーコーディネート依頼件数は 3,856件で、一方、昨年１年間のコー

ディネート中止は2,956 件でした。

１）患者側理由で多いのは、コーディネート中のより条件の良い他のドナー候補者を選択しての中止で

あり、次いで治療が難しい患者さんも多い実態から残念ながら各段階で病状変化で中止となっています。

２）ドナー側理由で多いのは、健康上の問題です。次いで家族・本人の不同意、都合つかずとなってい

ます。ご家族のご同意なくしては提供できませんので、お早めにご家族内での話し合いをお願いします。
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TH A N K TAL K●

いつも新しい
明日をめざして

医療事務　竹内智美さん（27歳）

通勤時間40分。昨年２月からフルタイムで病院

に勤務している。「仕事は楽しい」。診療報酬明細

書処理の毎月第１日曜日前後は７～10日連続出

勤。結構ハードな毎日だが「患者さんが元気にな

っていくのを見るのが喜び」。人と人との触れ合

いが充実感につながる。

19歳で骨髄異形成症候群を発症、入退院をくり

返した。息切れがして、歩くこともままならなか

った。３年前移植を受けた。骨髄液輸注の時「身

体が温かくなって、希望にあふれてきた」と同時

に「自分のためにだけ生きちゃいけない」と思っ

た。移植後37日で退院。担当医をも驚かす回復力

とはいえ、わずかその半年後には、デパートの事

務をしながら医療事務の学校に通い、深夜まで勉

強して資格を取得、今の仕事についた。

毎年「患者の会」の集いには必ず出席。移植を

控えた患者さんの話相手になることもある。励ま

し、励まされることがどれほど支えになるか身に

染みている。だから将来は福祉や、患者サポート

のためのカウンセラーを目指したい。「頂いた命

お返ししなければ」。視線はもう次に向いている。
東京都在住

S

移植疾患の内訳

・急性骨髄性白血病　 271例

・急性リンパ性白血病　214例　

・慢性骨髄性白血病　 278例

・骨髄異形成症候群　 64例　

・白血化悪性リンパ腫　 18例

・重症再生不良性貧血　 71例　

・先天（遺伝）性疾患　 28例

非血縁者間骨髄移植の成績（データ管理委員会）

日本骨髄バンクを介し、1993年（平成５年）１月から
1997年（平成９年）６月までに骨髄移植された患者さん
1,176例のうち、解析可能な949症例について、97年10月
時点での移植成績を報告します。日本骨髄バンクを介し
た非血縁者間骨髄移植の成績は、欧米に比較しても、優
るとも劣らない成績を示しており、特に、急性白血病は
血縁者間骨髄移植と同様の良い成績を示しています。
ドナー登録者数の増大とコーディネート体制の整備によ
り、毎年、骨髄移植症例数は増加しており、昨年は年間
398例の非血縁者間骨髄移植が行われ、患者さんに生きる
チャンスが提供されています。

疾 患 別 の 移 植 成 績（生存率）

先天性（遺伝性）疾患：血縁者間移植より若干低い、約56％（25例）の生存率です。（図なし）

骨髄異形成症候群：病状の悪化した症例が多いため、31％（64例）の生存率となっています。（図なし）

発症から長期の治療をしたリスク

の高い症例が多い中でも、小児

77％、成人45％と比較的良好な

成績を示しています。

初期の良い状態（第１寛解期）で

は、血縁者間移植と同様の生存率

で、良い成績を示しています。

※年齢が若い方ほど良い成績です。

（グラフには示されていません）

初期の良い状態（第１寛解期）で

は、血縁者間移植と同様の生存率

で、良い成績を示しています。

※年齢が若い方ほど良い成績です。

発病後の安定した状態（慢性期）

では、生存成績は51％で、病気が

やや進んだ加速期でも比較的良い

成績を示しています。

※年齢が若い方ほど良い成績です。

移 植 後 の 死 因（症例毎に最大４項目）

※複数の原因がある場合は、それぞれに計上

●GVHD 98 ●出血　60 ●再発　70 ●肝不全　48

●間質性肺炎 73   ●肝中心静脈栓塞症 27   ●敗血症 66

●生着不全／拒絶　28 ●腎不全　62 ●その他　121

移植成績向上のために
１）ＨＬＡ型（ＤＮＡレベル）の適合が重要であり、より適合する

ドナーを選択するためにドナープールを早急に20万人規模に拡

大する必要がある。

２）患者さんの病態が悪化する前に移植ができるよう、迅速なコー

ディネートを行うための骨髄バンクのシステム化、ネットワー

ク化を早急に構築する必要がある。

３）非血縁者間骨髄移植治療では、急性ＧＶＨＤの発症率が高く

（60～80％）、そのうち１／４が重症化しているため、治療法の

改良が急務であり、また、感染症等の合併症対策が大切である。

移植の成績は、患者さんの状態によって大きく左右されます。下記の資料はあくまでも、ひとつの目安です。
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お問合せ・資料請求は�0120-377-465 日本骨髄バンク（JMDP）
フリーダイヤル
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●サポーター募集
骨髄バンクの機能を本格的に発揮させるに

は、多くの資金が必要です。骨髄バンクのサ

ポーターや賛助会員として、善意のドナーと

骨髄バンクを支えてくださるよう呼びかけを

しています。個人、企業、グループで骨髄バ

ンクを応援してください。

お振込み先は下記の通りです。

●本紙は、日本赤十字社のご協力により、す

べてのドナー登録者の方に送付しておりま

す。送付を希望されない方や、住所、氏名の

変更のあった方は、登録先の骨髄データセン

ターへお知らせ下さい。

●日本小型自動車振興会から補助

今年度も、普及啓発ポスター、パンフレット、

リーフレットは「オートレース公益資金」の

補助により発行しています。

サポーター1口 1,000円（何口でも）

賛助会員　年 100,000円（法人団体）

10,000円（個人）

郵便振替口座番号 00130-2-609313

●ドナー登録者で51歳になられたり、何らかの理由でドナー

登録を取り消される方で「骨髄バンクニュース」の送付を引き

続き希望される方は、財団事務局までご連絡下さい。

■
12
号
編
集
に
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
■
Ａ
Ｃ
・
Ｃ
Ｍ
出
演
の
も
え
ち
ゃ

ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
、
吉
永
小

百
合
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
■
ド
ナ
ー
登
録
10
万
人
達

成
を
目
前
に
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
来
し

方
を
思
う
と
感
慨
無
量
で
す
。
支
援

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
■
皆
様
の
熱
い
思
い

を
し
っ
か
り
受
け
と
め
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
を
踏
み
だ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
す
で
に
、
新
た
な
取
り
組
み

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
■
目
覚
ま
し

い
医
学
の
進
歩
、
研
究
の
成
果
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
新
た
な
目
標
・

ド
ナ
ー
登
録
30
万
人
を
め
ざ
し
て
一

層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
■
編

集
最
終
段
階
で
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
多

大
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
ｈ
ｉ
ｄ
ｅ

さ
ん
（
元
Ｘ
│
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
の
訃
報
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
は
、
発
足
時
よ
り
ド
ナ

ー
の
方
々
の
負
担
と
善
意
に
報
い
る
た
め
、

患
者
さ
ん
が
あ
る
程
度
良
好
な
移
植
成
績
を

期
待
で
き
る
疾
患
、
状
態
で
あ
り
、
か
つ
、

ド
ナ
ー
の
適
合
検
索
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｌ
Ａ

型
の
Ａ
座
・
Ｂ
座
・
Ｄ
Ｒ
座
が
血
清
学
的
検

査
レ
ベ
ル
で
、
各
座
に
つ
き
２
個
・
合
計
６

座
が
一
致
し
た
場
合
に
の
み
適
合
ド
ナ
ー
候

補
者
と
す
る
こ
と
と
し
、
厳
格
に
適
合
検
索

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
医
療
の
進
歩
と
と
も
に
、
国
内
に

お
け
る
血
縁
者
間
で
の
１
座
不
一
致
移
植
の

成
績
や
欧
米
で
の
非
血
縁
者
間
で
の
１
座
不

一
致
移
植
の
成
績
が
向
上
し
て
き
て
お
り
、

現
在
、
生
存
予
測
が
30
〜
40
％
程
度
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
国
の
骨
髄
バ
ン

ク
で
は
Ｈ
Ｌ
Ａ
適
合
率
が
低
い
こ
と
や
移
植

成
績
の
向
上
等
を
考
慮
し
て
、
１
座
不
一
致

移
植
は
患
者
・
家
族
の
希
望
と
移
植
病
院
の

判
断
に
任
せ
る
方
向
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
と
し
て
も
、

こ
う
し
た
医
療
の
進
歩
と
世
界
的
な
趨
勢
、

日
本
に
お
い
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
６
座
一
致
す
る
ド
ナ

ー
候
補
者
を
見
つ
か
ら
な
い
患
者
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
よ
り
�
患
者
・
家
族
へ

の
成
績
や
リ
ス
ク
を
含
め
た
十
分
な
説
明
と

同
意
�
病
気
の
状
態
等
に
つ
い
て
の
慎
重
な

審
査
�
移
植
病
院
の
限
定
を
前
提
条
件
と
し

て
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
１
座
不
一
致
移
植
の
実
施
に
向

け
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
適
合
基
準
と
し
て
は
Ｈ
Ｌ
Ａ
６

座
一
致
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
一
致
し
た
ド

ナ
ー
候
補
者
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
患

者
さ
ん
の
希
望
に
よ
っ
て
は
、
１
座
不
一
致

移
植
を
行
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
関
係
機
関
と
の
調

整
や
具
体
的
な
準
備
が
で
き
次
第
実
施
す
る

予
定
で
す
。

ド
ナ
ー
の
方
に
Ｃ
型
肝
炎
が

発
症
し
た
事
例
の
中
間
報
告

●

3
月
下
旬
報
道
さ
れ
た
「
骨
髄
ド
ナ
ー
に

C
型
肝
炎
が
発
症
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、

心
配
さ
れ
た
皆
様
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
事
実
経
過
、
原
因
調
査
状

況
等
に
つ
い
て
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
事
実
経
過
〉
本
年
2
月
に
骨
髄
提
供
さ
れ

た
ド
ナ
ー
の
方(

20
歳
代
・
女
性)

が
採
取
の
2

週
間
後
に
、
急
性
肝
炎
を
発
症
し
ま
し
た
が

再
入
院
・
治
療
に
よ
り
順
調
に
回
復
し
ま
し

た
。
肝
炎
は
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も

の
と
の
診
断
で
す
。
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
の

方
に
C
型
肝
炎
が
発
症
し
た
経
験
は
な
く
、

極
め
て
重
大
な
事
例
の
た
め
「
感
染
症
の
予

防
対
策
と
ド
ナ
ー
安
全
対
策
の
徹
底
」
に
つ

い
て
、
4
月
24
日
各
骨
髄
採
取
病
院
へ
緊
急

要
請
を
行
い
事
実
を
公
表
し
ま
し
た
。

〈
原
因
調
査
〉
肝
炎
発
症
の
直
後
よ
り
、
財

団
と
当
該
採
取
病
院
は
緊
密
な
連
携
に
よ
り

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
た
経
過
は
何
か
、

何
時
感
染
し
た
か
等
を
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
か

ら
慎
重
に
調
査
し
て
お
り
ま
す
。
原
因
が
わ

か
り
次
第
、
報
告
し
ま
す
。

必ずお読みください
この機会に
あなたの地域で
ぜひご参加ください

ドナー登録者10万人
骨髄移植1500例達成

さらに 30 万 人に向けて

全国キャンペーン開催予定

�
10月初旬を予定
しています。詳
しくはあなたの
地域の関係団体
にお問合せくだ
さい�

こ れ か ら の 行 事 予 定

編集後記

北海道・東北地区骨髄バンク推進連絡会議・・7月3日（金）／札幌

九州・沖縄地区骨髄バンク推進連絡会議・・9月4日（金）／大分

'98全国大会開催地、名古屋に決定・・12月19日（土）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＨＬＡ１座不一致移植の実施について


